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　                                                                                                         82 事業所

２）設備投資状況・設備投資の見込み

直近
（n＝78）

向こう
（n＝77）

直近
（n＝11）

向こう
（n＝10）

直近
（n＝13）

向こう
（n＝11）

直近
（n＝17）

向こう
（n＝18）

直近
（n＝16）

向こう
（n＝16）

直近
（n＝9）

向こう
（n＝10）

直近
（n＝12）

向こう
（n＝12）

※複数回答・無回答あり
※直近3ヵ月を「直近」、向こう3ヵ月（見込み）を「向こう」と記載

以下、業況の変化や業界の動向に関する事業所からのご意見

その他の業種

「マンション賃貸事業なので、私は市内でやっていて別に変っていない。」「高齢化によるお客様の減少。それにともなう使用率の減少。」
「ペーパーレス時代が進み、人口減少で個人受注の減少、技術革新、デジタル化で業界変革している。」「コロナの影響で、イベントが無くな
り、仕事に集中することが出来ました。」「ネットでの購買産業が増えると思われるので、それにかかる広告費が重要な資本となる。」「コロナ
の影響は少ないものの、春先には原木の価格の下落で素材生産業者の稼働率が低くなったと聞いている。造林作業は、コロナの影響は少ないが、
以前からの人手不足の感はある。」

卸売・小売業

飲食・宿泊業

理美容・クリーニング業

2.5  人件費の増加

製造業

建設業

「大企業の進出及び人口減」「山県郡内での受注の見通しがほとんど無い。町外での仕事量がこの数年増加している。」「コロナによるメーカー
の生産見直しによる影響。開発見直しなど。」「コロナの影響で在宅介護が増え、受注量が増えていると思われる。」「会社の体系の変化によっ
て、こちらの状態も変化させねばならないので大変である。」「コロナの関係」「設備投資が少ないため、仕事量が悪化している。」

「地元に仕事がない」「公共工事の減少」「世の流れなので、仕方ないです。」「町内での工事発注が少ない」「わからない」

「人口の減少により需要の停滞。大企業の進出により価額の競争に負ける。太刀打ち出来ない。」「人口減少による需要の減少」「新型コロナウ
イルスにより田舎への関心が高まっている。」「人口の減少」「コロナ禍の影響による観光客の減少。」「高齢化により来店できない。」「コロ
ナ他」「ネットでの価格破壊」「人口の減少（客の減少）、勤めをもつ若い人はスーパーで買う方を選ぶ。安いし便利なので。」

「コロナウイルス感染拡大」「高齢のため」「コロナ禍による自然回帰により上昇傾向」「コロナでイベント、色々な業者がなくなると人が来な
いです。」「コロナによる外出自粛」「コロナウイルスの拡大によりイベント中止など団体でのご利用が無くなり、店だけの営業では経済的に不
安になる要因が増えている。飲食店は店内営業だけでなく商品を店から売上を上げられる商品を外で出せるシステムの構築が急務だと感じる。」

「人口の減少」「客数の減少。町人口減。」「コロナによる受注減」

3.6  材料・人件費以外の経費

2.8  取引条件の悪化

5.6  大企業の進出による競合 　※「その他」「特にない」はランキング除外

5.1  原材料価格の上昇

6.4  販売単価の低下・上昇難 　として算出し、合計数を総ポイント数で割る。

5.9  製品ニーズ変化への対応 　ポイント上位10項目までを掲載。

7.6  生産設備の不足・老朽化 　重要度「２」として回答された場合「２ポイント」

6.6  従業員の確保難 　重要度「３」として回答された場合「１ポイント」

３）経営上の課題・問題点

ポイント数 課題・問題点 【課題・問題点のポイント計算方式】

27.5  需要の停滞 　重要度「１」として回答された場合「３ポイント」

- -

-

その他 ２件 - ２件 - - - - -

- - - - - -福利厚生施設 - - - - - -

２件 - - - -

- - - -

-

１件

- - -

ＯＡ機器・レジ ３件 ２件 - - １件 -

- - １件 １件 ２件 -付帯施設 １件 ３件 - - -

１件 -

１件 - １件 １件 １件 -

-

車両・運搬具 ６件 ３件 １件 １件 ２件 １件 - -

１件 - ２件 - - １件

１件 -

機械・工具・器具 ８件 ５件 ２件 ２件 ３件 - ２件

１件 １件 ２件 ５件 - -工場・店舗・建物 ６件 ６件 - - ２件 -

- -

0.0％18.8％ 31.3％ 11.1％

- - -- １件 -土地 - １件 - - １件

9.1％ 11.8％ 22.2％

-

90.0％ 66.7％ 100.0％

　実施している 25.6％ 16.9％ 36.4％ 20.0％ 46.2％

90.9％ 88.2％ 77.8％ 81.3％ 68.8％ 88.9％　実施していない 74.4％ 83.1％ 63.6％ 80.0％ 53.8％

10.0％ 33.3％

設備投資

全産業計 製造業 建設業 卸小売業 飲食・宿泊業 理美容・クリーニング業 その他の業種

調査対象 266 事業所 ： 回答

※ＤＩ（ディフージョンインデックス）値とは

　ゼロを基準として、プラスの値は「景気の上向き傾向（良い）」回答割合が多いことを示し、

　マイナスの値は「景気の下向き傾向（悪い）」回答割合が多いことを示す。

　各項目の判断状況を示すが、「景況感」であり「実数値を表す数値」ではない点に留意。

　ＤＩ値＝（増加・好転など「良い」回答割合）－（減少・悪化など「悪い」回答割合）

△ 62.5 △ 70.6 △ 60.0 △ 60.0 △ 25.0【総合景況感】 △ 45.8 △ 38.8 △ 50.7 △ 62.0 △ 33.3△ 50.0 △ 45.5 △ 41.7 △ 50.0 △ 60.0 △ 94.1

△ 43.8 0.0 △ 11.1 △ 9.1 △ 9.1△ 36.4 △ 25.0 △ 25.0 △ 16.7 △ 8.3 △ 43.8

△ 41.7△ 50.0 △ 54.5 △ 46.2 △ 46.2 △ 60.0 △ 88.2

 従業員数（臨時含む） 7.0 8.6 △ 23.5 △ 23.9 △ 33.3

△ 64.7 △ 70.6 △ 50.0

△ 43.8 △ 10.0 △ 20.0 △ 10.0 △ 10.0

 採算性・収益性 △ 40.5 △ 38.0 △ 51.9 △ 61.3

△ 27.3 △ 25.0 △ 16.7 △ 40.0 △ 62.5 △ 43.8 材料・商品在庫数 ― ― △ 30.1 △ 33.3 △ 40.0

△ 50.0 △ 33.3

△ 20.0 △ 30.0 30.0 30.0△ 20.0 △ 18.2 0.0 0.0 △ 6.7 △ 31.3

0.0 △ 20.0 0.0 0.0 0.0

 材料・商品仕入単価 △ 18.6 △ 18.4 △ 6.8 △ 13.2

△ 61.5 △ 38.5 0.0 △ 60.0 0.0 △ 56.3 資金繰り △ 21.8 △ 20.7 △ 34.2 0.0 △ 10.0

△ 18.8 △ 18.8

△ 64.7 △ 70.6 △ 70.0 △ 70.0 △ 27.3 △ 45.5△ 50.0 △ 54.5 △ 66.7 △ 58.3 △ 55.6 △ 94.1 受注数・来客数 ― ― △ 56.4 △ 67.9

△ 54.5 △ 66.7 △ 41.7 △ 70.6 △ 64.7 △ 50.0 △ 50.0 △ 18.2 △ 27.3△ 94.1 △ 58.8

 売上・収入 総額 △ 42.0 △ 37.4

 売上・受注 客単価 △ 7.1 △ 6.8 △ 54.5 △ 59.0 △ 50.0

△ 69.2 △ 46.2 △ 72.2△ 62.5 △ 65.0 △ 50.0 △ 54.5 △ 70.0 △ 70.0

１）今期の状況～先行き見通し
安芸太田町2020冬期

△ 41.7 △ 41.7△ 94.1 △ 64.7 △ 70.6

項目別ＤＩ値（※）
全国（11月） 全産業計 製造業 建設業 卸小売業 飲食・宿泊業 理美容・クリーニング業 その他の業種

（単位：ポイント）



【全体】

【業種別】 （単位：％）
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18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 81.8

23.1 0.0 0.0 15.4 0.0 69.2

37.5 0.0 0.0 12.5 0.0 68.8

62.5 25.0 6.3 12.5 18.8 18.8

55.6 0.0 0.0 0.0 0.0 44.4

8.3 0.0 0.0 0.0 8.3 83.3

※複数回答・無回答あり 

※業種ごとの最大値に色付け

卸小売業
（n＝16）

飲食・宿泊業
（n＝16）

理美容・クリーニング業
（n=9）

その他の業種
（n=12）

４）コロナ禍の影響による業績について「4～9月期」と比較して

項目

製造業
（n＝11）

建設業
（n=13）

５）新型コロナ感染症対策への取組みに苦慮していることについて

6.3 

6.3 

9.1 

3.9 

+20％以上

22.2 

12.5 

6.3 

15.4 

18.2 

11.7 

0％～+20％

83.3 

11.1 

12.5 

6.3 

46.2 

18.2 

28.6 

変わらない

66.7 

31.3 

68.8 

30.8 

9.1 

35.1 

0％～-20％

16.7 

37.5 

12.5 

7.7 

45.5 

20.8 

-20％以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他業種(n=12)

サービス業（理美容・クリーニング業）(n=9)

サービス業（飲食・宿泊業）(n=16)

小売業(n=16)

建設業(n=13)

製造業(n=11)

全体(n=77)

凡例

+20％以上 0％～+20％ 変わらない 0％～-20％ -20％以上

5.2

1.3

5.2

7.8

35.1

59.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

業務量（作業工程）の増加による生産効率の悪化

業務量（作業工程）の増加に伴う

人件費に係るコスト負担の増加

マスク・検温・消毒等の励行に起因する

クレーム等接客トラブルの増加

感染予防対策のための消耗品（消毒液等）や

器具等の購入費に係るコスト負担の増加

特になし

（n=77）

その他ご意見

・そもそもお店に入ってくれなくなった（1件）

・メニューの自粛（1件）

・手袋など購入が難しい場合もある（1件）


